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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
五
月
に
新
発

田
市
月
岡
温
泉
「
ホ
テ
ル
泉
慶
」
で
二
一
二

名
の
出
席
者
の
も
と
通
常
総
会
を
開
催
し
、

新
執
行
部
の
も
と
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。
ま
た
同
日
の
部
長
等
研
修
会
で
は

株
式
会
社
脇
坂
園
芸
の
代
表
取
締
役　

脇

坂　

裕
一
様
か
ら
「
地
域
の
技
術
を
結
集
〜

安
心
安
全
な
食
べ
ら
れ
る
お
花
・
エ
デ
ィ
ブ

ル
フ
ラ
ワ
ー
の
取
組
〜
」
と
題
し
、
エ
デ
ィ

ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
栽
培
ま
で
の
経
緯
や
安
定
供

給
で
き
る
ま
で
の
道
の
り
を
お
話
し
い
た
だ

き
、
自
分
の
や
る
気
が
何
よ
り
大
事
だ
と
い

う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
日

目
は
、
全
国
商
工
会
連
合
会
の
顧
問　

宮

本　

周
司
様
か
ら
「
商
工
会
女
性
部
の
役
割

と
女
性
の
視
点
を
活
か
し
た
こ
れ
か
ら
の
経

営
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ

き
、
多
様
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

二
〇
一
八
年
の
世
相
を
一
字
で
表
す
今
年

の
漢
字
が
、
「
災
」
で
あ
っ
た
と
お
り
、
全

国
で
は
、
西
日
本
豪
雨
災
害
や
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
な
ど
の
災
害
が
相
次
ぎ
、
自
然
の

猛
威
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
年
で
あ
り

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
女
性
部
に
対

し
ま
し
て
、
皆
様
方
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い

た
百
円
積
立
基
金
を
通
じ
、
全
国
の
女
性
部

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
支
援
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
甚
大
な
る
被
害
を
も
た
ら
し
た

東
日
本
大
震
災
も
、
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く

復
興
支
援
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
い
う
想

い
か
ら
、
七
年
目
の
「
米
一
合
運
動
」
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
の
十
一
月
、
仮
設

住
宅
等
に
入
居
さ
れ
て
い
る
岩
手
県
・
宮
城

県
内
女
性
部
員
二
七
名
へ
お
米
を
五
　
ず

つ
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
方

か
ら
の
ご
協
力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
干
支
は
「
己
亥
（
つ
ち
の

と
・
い
）」。「
新
し
い
変
化
が
見
ら
れ
る
年
」

で
あ
り
、
ま
た
「
継
続
し
続
け
れ
ば
大
き
な

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
望
め
る
」
、
か
な
り
良

い
年
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
七

月
は
、
十
一
年
ぶ
り
に
「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商

工
会
女
性
部
交
流
研
修
会
」
が
新
潟
県
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
新
潟
な
ら
で
は
の
お
も
て

な
し
で
、
県
外
の
皆
様
を
お
迎
え
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

今
年
も
、
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
良
い
一
年

に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

新
潟
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会　
　
　
　
　
　

会
長　

末　

武　

榮　

子　

誓
い
の
言
葉

一
、
わ
た
し
た
ち
商
工
会
女
性
部
は
、

女
性
の
特
性
を
い
か
し
、
地
域
振
興

発
展
の
よ
き
協
力
者
で
あ
る
と
と
も

に
、
推
進
者
と
な
り
ま
す
。

一
、
わ
た
し
た
ち
商
工
会
女
性
部
は
、

商
工
女
性
の
使
命
感
に
徹
し
、
組
織

活
性
化
の
原
動
力
と
な
り
ま
す
。

一
、
わ
た
し
た
ち
商
工
会
女
性
部
は
、

社
会
一
般
の
福
祉
の
増
進
に
努
め
、

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
な

り
ま
す
。

kg
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去
る
十
一
月
六
日
、
兵
庫
県
神
戸
市
「
神

戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、
約

二
、
四
〇
〇
名
の
参
加
者
の
も
と
、
第
二
十

回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
（
兵
庫
大
会
）

が
開
催
さ
れ
、
新
潟
県
女
性
連
か
ら
は
八
十

三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
潟
県
女
性
連
は
、
五
日
か
ら
七
日
ま
で

の
三
日
間
の
行
程
で
参
加
し
、
五
日
は
大
阪

市
の
「
通
天
閣
」
を
見
学
、
昼
食
後
、
「
大

阪
城
」
を
見
学
し
、
新
潟
県
女
性
連
で
懇
親

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

六
日
、
神
戸
市
の
「
灘
の
酒
蔵　

白
鶴
酒

造
資
料
館
」
を
見
学
し
、
そ
の
後
、
昼
食
を

と
り
、
大
会
会
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
サ
ン

バ
が
披
露
さ
れ
、
大
会
旗
入
場
、
開
会
の
こ

と
ば
、
国
歌
斉
唱
、
商
工
会
女
性
部
の
歌
の

斉
唱
、
誓
い
の
こ
と
ば
の
唱
和
、
末
武
全
女

性
連
会
長
の
大
会
会
長
あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝

辞
（
安
藤
中
小
企
業
庁
長
官
（
代
読　

西
垣

中
小
企
業
庁
経
営
支
援
部
小
規
模
企
業
振
興

課
長
）、
井
戸
兵
庫
県
知
事
、
松
本
兵
庫
県
議

会
議
長
、
岡
口
神
戸
市
副
市
長
）
、
来
賓
紹

介
、
全
国
連
会
長
あ
い
さ
つ
、
歓
迎
の
あ
い

さ
つ
、
祝
電
披
露
、
全
女
性
連
各
種
事
業
表

彰
、
全
女
性
連
事
業
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
潟
県
は
、
部
員
増
強
運
動
の
年
間
実

績
、
「
都
道
府
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
の

部
」
に
お
い
て
第
一
位
に
輝
い
た
た
め
、
代

表
で
見
附
商
工
会
女
性
部
の
荒
井
部
長
に
登

壇
し
て
い
た
だ
き
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
全
国
六
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
に
よ

る
主
張
発
表
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年

レ
ベ
ル
が
高
く
、
ど
の
発
表
も
、
女
性
の
パ

ワ
ー
を
結
集
さ
せ
、
先
頭
に
立
っ
て
地
域
振

興
を
担
っ
て
い
く
商
工
会
女
性
部
の
見
本
と

な
る
よ
う
な
内
容
で
、
今
後
の
活
動
の
ヒ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

別
室
に
て
審
査
の
間
、
「
女
性
の
元
気
が

地
域
の
元
気
」
と
題
し
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
の
谷　

五
郎
氏
の
基
調
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
講
評
と
結
果
発
表
、
表
彰

が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
は
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代

表　

佐
賀
県
太
良
町
商
工
会
女
性
部　

海
田

久
子
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

１日目　大阪城

末武全女性連会長　あいさつ

部員増強運動表彰　見附商工会女性部　荒井部長

主張発表　最優秀賞　海田　久子氏

第
20
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会

　
　
　

 　

in 

兵
庫　

開
催
さ
れ
る

第
20
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会

　
　
　

 　

in 

兵
庫　

開
催
さ
れ
る
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表
彰
終
了
後
、
次
回
開
催
県
で
あ
る
島
根

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
、
引

継
ぎ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
後
、
閉
会
宣

言
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
国
連
顧
問

で
あ
り
、
参
議
院
議
員
の
宮
本
周
司
氏
が
ス

テ
ー
ジ
に
登
場
し
、
今
後
の
抱
負
を
語
り
、

会
場
の
皆
か
ら
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
、
大
会
が

終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
会
場
に
て
交
流
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
兵
庫
伝
統
の
踊
り
で
あ
る
「
デ

カ
ン
シ
ョ
」や
地
元
の
高
校
生
に
よ
る
獅
子
舞

が
披
露
さ
れ
、
会
場
内
は
と
て
も
盛
り
上
が

り
、
他
都
道
府
県
女
性
部
の
方
々
と
も
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
素
晴
ら
し

い
一
夜
と
な
り
ま

し
た
。

　

７
日
は
、
「
北
野

異
人
館
・
北
野
工
房

の
街
」
を
見
学
し
た

後
、
昼
食
を
と
り
、

一
路
新
潟
へ
向
か

い
、
三
日
間
の
日
程

を
終
了
し
ま
し
た
。

①中部ブロック代表

　石川県穴水町商工会女性部　　　乗　地　淳　子　氏

　　「女性部活動と地域振興・まちづくり」

　　　地元に伝わる物語で賑わいを

②九州ブロック代表

　佐賀県太良町商工会女性部　　　海　田　久　子　氏

　　「女性部活動と地域振興・まちづくり」

　　　～竹灯りでまちを照らす～

③東北・北海道ブロック代表

　北海道湧別町商工会女性部　　　深　澤　繁　子　氏

　　「女性部活動と地域振興・まちづくり」

　　　～チガイのわかるカレーでまちを元気に！～

④中国・四国ブロック代表

　島根県松江北商工会女性部　　　豊　島　美　紀　氏

　　「女性部活動と地域振興・まちづくり」

　　　大根島を美と健康と癒しの島へ

⑤関東ブロック代表

　茨城県五霞町商工会女性部　　　小　林　弥　生　氏

　　「女性部活動と地域振興・まちづくり」

　　　やつ頭コロッケづくりを通して商工会活動を考える

⑥近畿ブロック代表

　奈良県奈良東商工会女性部　　　平　澤　且　子　氏

　　「女性部活動と地域振興・まちづくり」

　　　～住みよいまちづくり　地元女性部が出来る事～

　

第
二
十
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
が
十
一
月
六
日
、
神
戸
ポ
ー

ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
二
、
四
〇
〇
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
第
一
回
は
二
十
年
前
に
長
野
県
で
開
催
さ
れ
、
六
五
〇
名
の

参
加
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
回
、
記
憶
に
残
っ
た
お
話
は
、
家
庭
で
『
男
性
に
必
要
な
言
葉

は
三
つ
だ
け
』
で
す
。
妻
が
「
腰
が
痛
い
」
と
言
っ
た
時
、
す
ぐ
に

「
医
者
に
行
け
ば
」
は
禁
句
。「
腰
が
痛
い
の
は
つ
ら
い
よ
ね
」
と
ま

ず
は
共
感
。
そ
れ
か
ら
「
医
者
に
行
っ
た
方
が
良
い
よ
」
で
す
。
男

性
に
必
要
な
言
葉
は
、「
わ
か
る
よ
」、「
そ
う
だ
ね
」、「
そ
の
と
お

り
」
だ
け
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
家
庭
内
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
応

用
で
き
そ
う
で
す
。

　

こ
の
ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
の
中
、
少
し
で
も
お
互
い
の
ス
ト
レ
ス

を
減
ら
し
合
う
た
め
、
話
を
聞
く
と
き
は
、
ま
ず
『
同
意
』
で
す
ね
。

　

第
一
便
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
、
晴
天
の
新
潟
空
港
を
飛
び
立
ち

伊
丹
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

大
阪
で
の
昼
食
会
場
で
皆
さ
ん
と
合
流
し
た
時
は
、
異
国
で
旧
友

と
出
会
っ
た
よ
う
な
今
ま
で
に
な
い
親
近
感
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
の

気
持
ち
は
、
そ
の
ま
ま
全
国
大
会
前
夜
の
新
潟
県
内
商
工
会
女
性
部

の
親
睦
会
へ
繋
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
部
員
同
士
久
し
ぶ
り
の
再
会

に
、
ス
テ
ー
ジ
は
空
き
が
な
い
ほ
ど
盛
り
上
が
り
、
今
年
七
月
に
新

潟
で
開
催
さ
れ
る
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
向
け
て
、
部
員
の
結
束
を

確
信
し
た
一
瞬
で
し
た
。

　

各
都
道
府
県
・
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
主
張
発
表
者
の
皆

さ
ん
の
力
量
は
素
晴
ら
し
く
、
各
地
区
で
の
熱
い
活
動
ぶ
り
に
感
動

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
参
加
し
、
二
泊
三
日
の
長
旅
に
勝
る
、
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。

宮 本　周 司  氏

主張発表者及びテーマ紹介（発表順）

全国大会に参加して

小
国
町
商
工
会
女
性
部

　
　

部
長　

原　
　
　

裕　

子

両
津
商
工
会
女
性
部

　
　

部
長　

橋　

本　

美　

子
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